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論文要旨 

 

第 1 章  序論  

 第 1 章では，本論文の背景と目的，用語の定義，論文構成について述べる。第 1 節

では，1980 年代のコミュニカティブ・アプローチの影響により，日本の英語教育にお

いて，文学教材は減少傾向にあることを述べ，検定教科書や大学総合英語教科書での

文学の取り扱いの実情を明らかにした。文学減少の現状を受けた上で，本研究の目的

を明確にした。目的は，文学を日常言語の概念体系の延長線上にあるものと見立てる

認知言語学の知見を取り入れた文学読解指導を提示することにある。英語学習者（大

学生）を対象とし，文学を通して，日常言語の概念体系に習熟させるとともに，その

延長線上に文学の読みの深さ・多様性に気づかせる読解指導を目指すものである。文

学を教材とするにあたり，そこに現れ重要な意義を担わされている空間表現に着目す

る。空間表現とは，空間関係という概念体系の本質を言語化したものであり，よく見

かけるのは at や on などの前置詞，up や down などの副詞である。本研究では，空間

表現が持つ身体性を重視する。身体性の重視というのは，人物間の物理的な空間的関

係は，彼らの心理的な関係にも影響を与えていることを踏まえて使っている。空間表

現の身体性を重視した読解指導の確立を探索的かつ内省的に実践研究し，英語教育に

おける文学使用の意義をデータに基づいて検証していくことが，本論文の目的である。 

 

第 2 章  先行研究と問題の所在  

 第 1 節では、国内外の文学を使った外国語教育（英語教育）について概観する。日

本国内の現状を受けた上で，教育的文体論（斎藤，2000；中尾，2010）や「言語に対

する感性を磨く（寺西， 2010：177）」ために，現実世界にも似た想像性豊かな文学教

材を用いたコミュニケーション能力開発も行われているが，英語教育における文学使

用は疑問視されているのが実情である。  

第 2 節では問題の所在について論じる。日本国内外における文学の使用法の検討に

見られるように，本研究は，文学の衰退は文学にあるのではなく，その使用方法に問

題があると考え，その使用法の再検討を試みることを明示した。認知言語学を援用す

る本研究では，第一に，文学は日常言語の延長線上にある点を主張し，第二に，文学

を教材とする意義についても触れられる文学読解指導を目指し，第三に，文学読解指
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導の実証データを提示することにより，文学の存在意義を問う研究を行う。  

 

第 3 章  認知言語学を援用した文学読解指導法提案のための理論的枠組み  

本章では，文学と空間表現の関係性と空間表現の働きにまず焦点を絞り，空間表現

の身体性を重視した読みについて論じた。  

 第 1 節では，文学と空間表現がどのように関係するのかについて，Leech and Short

（2007）における談話空間の複層性から空間表現の役割を論じた。空間表現が使用さ

れている描写に着目し，物理的描写と心理的描写の関係性を明確にした。また，

Stockwell（2002）を参照し，談話が複層化された文学を，空間表現に着目して文学を

読解していけば，空間表現を視点として，読者が物語へ入り込み，文学の登場人物や

語り手の視点から事象を読み解いていくダイクティックな観点が期待できることを示

した。  

第 2 節では，山梨（2000）を引用して，空間表現のスキーマがどのように形成され

ていくかに焦点を絞る。英語学習者にとって，空間表現の注視は，英語母語話者によ

る言語使用，および言語発達の背景基盤を理解するという意味においても意義深い。

しかしながら，空間表現指導上の問題として，Tyler（2012）は，英語学習者が，テク

ストの文字のみで，空間表現の概念体系を理解するのは難しい，と指摘している。そ

こで，本研究では，スキーマ理論を用いながら，空間表現の身体性を重視した文学の

読みについて検討する。  

第 3 節では，第一に，空間表現が備える身体的要素について述べる。本研究では，

英語学習者が空間関係を母語に干渉されることなく英語で再認識できる「空間表現の

身体化」を目指す。第二に，空間表現に基づいた「文学的な読み」，つまり空間表現を

基に登場人物の動作や位置関係を捕え，人物の心理，人物間の社会的関係を考えなが

ら読む，文学的な気づきを与える方法をとることについて触れる。第三に，「空間表現

の身体化」と「文学的な読み」を促進するために，劇活動と映画の使用について説明

する。劇活動は，文学の登場人物の動きや位置関係を学習者自身が演じる活動である。

例えば，around はどう演じればいいのかを考え，実際に演じてみることにより，空間

関係の再認識につながる。他方，映画の明示的な描写は，登場人物の動作に関する物

理的な描写の明示化に通じると考えられる。暗示的な描写は，メタファーやメトニミ

ー的な要素を持ち，直接的に表現せずに，観客の注意を別のものに向けさせるもので
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ある。文学と併用した場合には，学習者になぜ違いが生まれているのかと，文学の描

写の意味を振り返るきっかけにすることができる。  

第 4 節では，読解指導の効果を調査するため，以下 3 点の研究課題を設定した。  

 

１）英語学習者（大学生）に対して，空間表現の身体性を重視した文学読解指導を

実施し，空間表現の身体化による空間表現の文法的理解が，どのように，また何

故変容したか。  

 

２）空間表現の身体性を重視した文学読解指導を実施し，空間表現に基づいた文学

的な読みについての気づきが，どのように，また何故変容したか。  

 

３）空間表現の身体性を重視した読解指導を受けた英語学習者（大学生）が，読解

指導から約 5 カ月の一定期間をおいて，空間表現のイメージスキーマをどの程

度に定着させ，空間表現に着目しながら文学読解できるのか。  

 

第 4 章  空間表現の文法的理解に関する検討（実験Ⅰ）  

本章では，研究課題 1 を実施するにあたり，（１）13 回に渡る読解指導の結果，文学

教材において頻度の高い target word の得点値は上昇するか，（２）1 回の指導におい

て，空間表現の文法的理解は上昇するかについて検証した。  

第 1 節の指導法では，第 3 章の枠組みを踏まえ，認知言語学を援用した文学読解指

導法は以下の通りとした。１）教師によるスキーマ提示を含んだ空間表現を中心とす

る文法指導・日本語訳の口頭説明，２）グループ単位での劇発表，３）映画視聴，４）

学習ポートフォリオの記載を基本とした指導を実施した。使用教材は，Lewis Carroll

の Alice’s Adventures in Wonderland（1865）である。  

第 2 節において，調査方法について述べた。調査協力者は，A 大学の英語教職課程

の科目「英米文学」を受講した 45 名である。調査材料は，（１）13 回の指導前・後に

実施した事前事後空間表現テスト 50 問中 36 問とした（以下，36 問事前事後空間表現

テスト）。36 問の答えは，使用教材で頻度が高い target word である of, in, at, on（1

語×9 問）である。36 問以外の 14 問は， target word を協力者に気づかせないための

問題である。ここで使用する 36 問事前事後空間表現テストは，英文に合う空間表現を
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4 つの選択肢から選ぶ多肢選択テストである。（２）では，読解指導の劇活動・映画で

の振り返りという身体化による空間表現の理解への影響を観察するために，スキーマ

が形成されつつあると考えられる全指導回 13 回中 11 回目・12 回目指導で行った指導

直前・直後実施の空所補充テストを利用した。指導 11・12 回目で使用する英文から

150 words 程度を抜粋し，空間表現を選択肢から選んで書き入れる 10 問のテストであ

る。調査協力者が英文のみでは解答できない可能性があるため，英文に日本語訳を添

え，日本語訳から空間表現を推測できるように配慮している。  

 第 3 節の結果としては，（１）36 問事前事後空間表現テストの分散分析の結果，交互

作用は有意でなかった。上位・下位グループ間，事前・事後テスト間の主効果が有意

であった。（２）11 回目および 12 回目指導実施の事前事後テスト間で平均値の差に関

する対応ありの t 検定を行った結果，11 回目・12 回目ともに統計的な有意差が認めら

れた。考察としては，（１）36 問事前事後空間表現テスト結果で有意差が認められた点，

および（２）指導 11・12 回目 10 問空所補充テスト結果で，直前テストから直後テス

トの点が大幅に上昇した点から，読解指導が空間表現の文法的理解に好影響を与える

ことが見えてきた。指導 13 回中 11 回目・12 回目のテスト結果における理解度は，そ

れまでの空間表現指導の蓄積と該当回での指導効果に関連していると考えられた。   

 

第 5 章  空間表現に基づいた文学的な読みに関する検討（実験Ⅱ）  

本章では，研究課題 2 を実施するにあたり，（１）13 回に渡る読解指導の結果，文学

読解テストに読みの視点の変化は表れるか。（２）学習ポートフォリオにおいて，文学

的な読みの深まりと映画の影響はどのように表れるか。（３）学習ポートフォリオにお

いて，文学的な読みの深まりに劇活動の影響はどのように表れるかについて検証した。 

第 1 節において，調査方法について述べた。調査協力者は，第 4 章で読解指導を受

けた調査協力者のうち，指導前後文学読解テストを受験し，最終回で学習ポートフォ

リオの提出があった 44 名を調査対象とした（データ欠損 1 名）。調査材料は，（１）13

回に渡る指導の事前・事後に行った文学読解テストである。事前事後文学読解テスト

で使用するのは同じ英文・指示文であり，Through the Looking-Glass（1871）からの

抜粋である。高い壁の上に座ったハンプティ・ダンプティが下からアリスに呼びかけ

られても見向きもせずに，独り言のようにアリスに文句を言っている場面を使用した。

登場人物の動作や位置について，およびその心理関係について書くよう指示した。（２）
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（３）では，13 回の指導に渡って学習者により記述された学習ポートフォリオを使用

する。学習ポートフォリオは，3 項目に分けられており，①学習した空間表現で，特に

印象に残ったものについて，②登場人物の心理について，③その他の気づきについて

自由に記述する欄を設けていた。評価は，（１）事前事後文学読解テストの分析方法と

して，木下（2003）の修正ストラウス・グレイザー版 GTA（=Modified Grounded Theory 

Approach）を用いて，指導後テストを中心に概念抽出し，概念の関係性を探った。（２）

Upshur and Turner（1995），Turner and Upshur（2002）の EBB scale（Empirically 

derived, Binary-choice, Boundary-definition scale）を評価指標のガイドラインとし

て使用した。（３）では，全 13 回の記述中，劇活動が中間となる 7 回目（アリスとチ

ェシャネコの会話の場面），最終の 13 回目（アリスが現実世界へ戻る場面）を対象と

し，文学的な読みに対して，空間表現の身体的な理解を目指した劇活動がどのように

影響するのかを検討した。  

第 2 節の結果と考察では，（１）事前テストにおいては，台詞や登場人物の人物描写

や状況描写というテクストに描かれた字義通りの読みに留まっていた点を示した。一

方で，事後テストでは《登場人物の身体描写》1というカテゴリー，その下には〈動作〉

〈位置〉，〈声〉，〈視線〉，〈距離〉，〈身体の大きさ〉という概念が現れた。（２）映画の

影響が見受けられた記述から映画の影響を抽出するために，先に述べた EBB scale を

用いて，文学への気づきと同到達レベルの点数を別枠で数えて比較した。指導回を追

うごとに，文学への気づきが深まりを増していくのに対して，映画に関する記述は減

少していった点を示した。（３）7 回目・13 回目指導の劇活動による影響を学習ポート

フォリオ記述から抽出した。全 13 回のうち中間となる 7 回目指導では，劇活動におい

て様々な動きが見られた round について，協力者 6 名が記述していた。最終の 13 回目

指導の代表的な記述は down と up の関係性であった。劇活動において動作が見られた

空間表現に関する記述は，登場人物の心理から down と up のような文学全体に関わる

テーマにまで記述が及ぶようになっていた。考察として，読解指導により，映画や劇

活動に影響を与えられながら，文学的な読みは深まりを見せることがわかった。空間

表現を参照点とした文学的な読みは，指導を経るごとに深まり，文学全体のテーマに

至る者も出てきていた。全体 44 名のうち，35 名程度が空間表現から登場人物の心理

                                                   
1 カテゴリーを《  》で，各概念を〈  〉で囲んでいる。  
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へと至っていた点は，指導が有機的に働いたと考えられる。一方で，登場人物の心理

へと至らなかった者が 9 名いた点は，本指導の限界点だと言える。本指導では，協力

者の自由な発想を重視していたため，学習ポートフォリオに記載された内容について

細かくコメントするようなフィードバックを与えていなかった。そのため，登場人物

の心理へとどのように進めたらよいのかわからなかった者が含まれていると推測され

る。  

 

第 6 章  空間表現の身体化と文学的な読みの定着（実験Ⅲ）  

本章では，研究課題 3 を実施するにあたり，（１）指導項目であった target word の

スキーマ図が描けるか，（２）指導項目であった target word から，他の空間表現の理

解へと進むか，（３）プロトタイプ的な字義通りの意味から，拡張事例の一つである心

理説明へと進むか，（４）空間表現に基づいた文学的な読みの定着は見られるかを検証

した。  

第 1 節において，調査方法について述べた。調査協力者は，本稿第 4・5 章の検証に

参加した 44 名のうち，後期開講の 2 科目，英米文学に関係した科目とメディアに関係

した科目から，各々1 科目を選んで受講した 25 名を，読解指導を受けた実験群とした。

また，同 2 科目のどちらかを受講していた本稿第 4・5 章の検証に参加していない 16

名を統制群とした。なお，統制群は，空間表現に関する本読解指導を一切加えていな

い本調査のみの協力者である。事前テストでの of, in, at, on を問題とした 36 問空間表

現テストの結果を見ると，統制群は，実験群の読解指導前の空間表現理解とほぼ同質

である。  

調査材料は，（１）（２）（３）では，空間表現イメージテスト（以下，イメージテス

ト）を使用する。イメージテストは， 16 問構成であり，問となる空間表現のイメージ

を図にし，それに文例を加えて説明するテストである。（４）では，イメージテストと

同時期に行った文学読解テストを利用した。文学読解テストは，O. Henry のリトール

ド版として出版された New Yorkers: Short stories の  ‘The Christmas Present’から抜

粋した。 ‘The Christmas Present’は，The Gift of the Magi のリトールド版である。

英文を読んで，登場人物の位置関係や動きと心理関係について自由記述する形式であ

る。また，（１）（２）（３）（４）に対して，実験群・統制群の回想インタビューを使

用した。インタビューは，実験群は 7 月実施の 36 問事後空間表現テスト結果を基に，
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統制群は先に使用した 36 問空間表現テスト結果を基に，上位・中位・下位に分けて各

2 名を対象に実施した。これらの調査材料を質的に分析した。  

第 2 節の結果としては，（１）イラストの特徴として，正解・不正解に関わらず描か

れた図のうち，抽象的な図，つまりスキーマ図は，実験群・統制群間には約 20％の差

が見られた。また，実験群と比較して，統制群の方が空間表現の図が描けなかった点

を示した。実験群は，target word に関しては，指導時に見せたスキーマ図の獲得が多

くみられ，non-target word に関しても抽象的なスキーマ図を自分なりに描く傾向が見

られた。（２）実験群上位・中位には，指導項目であった target word 間での相互理解

のみならず，target word から non-target word への拡張が頻繁に見られた。Non-target 

word が既習事項であったとしても， target word により学習者の中で意味が相対化さ

れ，再構築されたと言える。このように，実験群上位・中位は， target word から他の

空間表現へと拡張させながら理解を進めている様子が見られた。（３）字義通りの文例

が多いため，心理説明をしたのは実験群上位・中位の 2 名であった。（４）文学読解テ

ストにおいて，あらすじ以外に以下 2 種類の記述が表れた。一つが，on や at などの空

間表現を記述の一部に取り上げて登場人物の心理に至った記述で，25 名中 9 名（上位

4 名，中位 2 名，下位 3 名）が記した。もう一つが，空間表現を取り上げていなくとも

空間表現が入った動作を起点として登場人物の心理に至った記述であり，25 名中 10

名（上位 4 名，中位 3 名，下位 3 名）が記した。  

考察として，空間表現のスキーマがほぼ定着した要因は，劇活動と文学的な読みが

相互に作用したためだと考えられる。学習者が劇活動でこだわりを見せ，文学的な読

みの参照点とした空間表現がスキーマ化に繋がっていったように捉えられる。文学的

な読みにおいて，心理的な拡張事例を学習者個々が毎回の指導で多様に生み出したこ

とで，スキーマが柔軟化し，スキーマ形成が一層進んだと考えられる。さらに言えば，

指導後 5 か月間で，会話や英作文などの他の英語学習に影響され，空間表現の理解が

深まり，文学的な読みが反復的に再生され，変容していったように思える。  

 

第 7 章  結論  

本論文の内容は研究課題に合わせると以下の 3 点にまとめられる。  

（１）本稿で挙げた空間表現の身体性を重視する読解指導は，空間表現指導の蓄積に

関連しながら，空間表現の文法的理解を導いた。  
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（２）本稿で挙げた空間表現の身体性を重視する読解指導により，登場人物の身体的

な動作や位置関係に着目し，登場人物の心理面についての考察，つまり，文学

的な読みが深まりを見せた。また，劇活動・映画に影響されて，文学的な読み

を深めていた。  

（３）本稿で挙げた空間表現の身体性を重視する読解指導は，約 5 か月の一定期間を

おいても，会話や英作文などの他の英語学習に影響されながら，スキーマは持

続されるのがわかった。また，スキーマは他の空間表現理解へも影響を及ぼし

た。さらには，文学的な読みも学習者が取り囲む文脈を一層広げ，読みを反復

的に再構築していく可能性が見られた。  

 

 教育的示唆として，以下の 2 点が挙げられる。  

（１）文学の談話空間を有効活用すれば，文学は英語教育，ここで示した前置詞学習

に対して適切な教材と成り得ることを検証した。  

（２）文学の談話空間を有効活用すれば，認知言語学においてその指導法が未だ開発

中であるが，前置詞に基づいた空間表現指導の効果を実証的に示すことができ

た。  

 

 本研究の独自性として，以下の 3 点が挙げられる。  

（１）劇活動，映画視聴により，文学テクストの活字を学習者が身体を通して実感す

る方法を示した。  

（２）文学を使用した読解指導で，認知言語学を使用した指導法は未だ開発途上であ

るが，前置詞に基づく空間表現について，一つの実践例を示した。  

（３）認知言語学分野において，空間表現についての研究は進められているが，その

研究に有効な言語資源として，文学教材が活用できることを示した。  

 

今後の課題としては，以下 3 点が挙げられる。  

（１）指導法の改善として挙げられるのは，フィードバックの方法である。学習ポー

トフォリオ記述に対するフィードバックを工夫し，劇活動後の質疑応答の場を設

け，クラス全体での共有を加えれば，更なる指導効果が得られたと考えられる。 

（２）この度の研究課題及び研究手法についても，ケーススタディを積み重ね，指導
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法がどこまで一般化できるかを探っていかねばならない。本研究では，調査協力

者数を多く確保することができなかった。したがって，指導結果の再生が今後の

課題として残っている。また，教育的配慮として，実験Ⅰ・Ⅱでは統制群を用意

できなかった。先の指導法の一般化の一部としての課題である。  

（３）本研究は，文学を英語教育に使用し，その活用法の可能性を探ったもので，文

学の使用意義を問うものであった。本研究の空間表現指導と文学的な読みは，文

学の使用意義を補うものであると考えるが，更なる指導法の提案が急がれる。  
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